
年間授業計画　

高等学校 令和6年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書： ）

教科 の目標：

科目 の目標：

1

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○ ○ ○

・指導事項
　１．イオン結合とイオン結晶
　２．共有結合と分子
　３．配位結合
　４．分子間にはたらく力
　５．高分子化合物
　６．共有結合の結晶
　７．金属結合と金属結晶

・教材
　授業プリント

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○ ○

○

評価規準 知 思

定期考査

定期考査
○

5

1

B 物質の構成粒子
【知識及び技能】
・原子の構成粒子である陽子・中性
子・電子の個数・電荷・質量の関係
について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・原子の電子配置から，その原子が
どのようなイオンになりやすいかを
判断できる。
・イオンのなりやすさについてイオ
ン化エネルギーや電子親和力の値の
大小と関連させて考えることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・各元素の特徴および周期表上の元
素の配列について興味をもつ。

・指導事項
　１．原子とその構造
　２．イオン
　３．周期表
　
・教材
　授業プリント

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○ ○ ○ 7

○

・指導事項
　１．純物質と混合物
　２．物質とその成分
　３．物質の三態と熱運動

・教材
　授業プリント

理科 化学基礎
理科 化学基礎 2

 自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

化学基礎

【知識及び技能】

数研出版　『化学基礎』

理科

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を
身に付けるようにする。

 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

○

（１組：宮下、中野）

○

日常生活や社会との関連を図りながら、物質とその
変化についての基本的な概念や原理・法則などを理
解しているとともに、科学的に探究するために必要
な観察、実験などに関する基本操作や記録などの基
本的な技能を身に付けている。

物質とその変化から問題を見いだし、見通しをもっ
て観察、実験などを行い、得られた結果を分析して
解釈し、表現するなど、科学的に探究している。

物質とその変化に主体的に関わり、見通しをもった
り振り返ったりするなど、科学的に探究しようとし
ている。

【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

【 知　識　及　び　技　能 】

態
配当
時数

１
学
期

A 物質の構成
【知識及び技能】
・物質が純物質と混合物とに分類さ
れることを理解する。あわせて，混
合物から純物質を得る分離・精製に
は種々の方法があることを理解し，
実験を通してその操作法を体得す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・炭素，酸素，リン，硫黄の同素体
をあげることができる。
・代表的な成分元素について検出法
を理解し，実験を実施することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
・日常生活の中の物質の状態変化に
ついて興味をもつ。

11

C 粒子の結合
【知識及び技能】
・イオン結晶を構成する陽イオンと
陰イオンの種類から，イオン結晶の
名称と組成式をかく方法を理解して
いる。
・さまざまな分子を電子式，構造式
で表しその構造を考えることができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・原子間の共有結合を考えることに
よって分子の構造を予想することが
できる。
・分子間力や分子結晶の性質を説明
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・通常の共有結合とはできるしくみ
の異なる配位結合について興味をも
つ。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容



70

○ 16

定期考査

○ ○

1

合計

D 物質量と化学反応式
【知識及び技能】
・原子量・分子量・式量の定義を示
すことができる。
・実際の物質の1mol分の量を示すこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・モル質量の概念を使い，粒子の
数・質量と物質量に関する計算がで
きる。
・化学反応式の係数から，物質の量
的変化を質量や気体の体積変化でと
らえることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・原子１個がいかに小さなものであ
るかを実感する。
・多数の粒子を数えることは困難な
ので,まとめて扱うことが便利だと
いうことに気づく。

・指導事項
　１．原子量・分子量・式量
　２．物質量
　３．溶液の濃度
　４．化学反応式と物質量
　
・教材
　授業プリント

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○ ○ ○ 13

定期考査
○ ○ 1

・指導事項
　１．酸・塩基
　２．水素イオン濃度とpH
　３．中和反応と塩
　４．中和滴定
　
・教材
　授業プリント

・一人一台端末の活用
　中和滴定実験の実験計画書及び実
験レポート作成をsurfaceを用いて
行い、その指導を実施する。

３
学
期

F 酸化還元反応
【知識及び技能】
・電子の授受が酸化還元反応の本質
であることを理解している。
・酸化還元反応の進行を，色の変化
などの視覚的な情報をもとに判断で
きるようになる。
【思考力、判断力、表現力等】
・酸化還元反応の複雑な化学反応式
も，そのもととなる反応式と電子の
授受を考えることによって完成させ
ることができる。
・酸化還元反応の化学反応式を，酸
化剤・還元剤のはたらきを示す反応
式からつくれるようになる。
・酸化還元反応における酸化剤と還
元剤のはたらきを電子の授受に着目
して説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・酸化還元反応の複雑な化学反応式
も，そのもととなる反応式と電子の
授受を考えることによって完成させ
ることができる。

・指導事項
　１．酸化と還元
　２．酸化剤と還元剤
　３．金属の酸化還元反応
　４．酸化還元反応の利用
　
・教材
　授業プリント

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○ ○

13

E 酸と塩基の反応
【知識及び技能】
・水溶液中のH＋の濃度をpHで表す
方法を理解している。
・中和反応を化学反応式で表すこと
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・pHの値から酸性，塩基性の強弱が
判断できる。
・滴定曲線におけるpH変化，中和
点，使用できる指示薬について理解
している。
【学びに向かう力、人間性等】
・中和反応が本質的にH＋とOH－の
反応であることに気づく。
・酸・塩基の価数が中和の際の量的
関係において重要であることに気づ
く。

○

1
２

学

期

定期考査
○ ○

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート
・実験計画書
・実験レポート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○ ○



年間授業計画　

高等学校 令和6年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

（１組：中野克麻）

○

日常生活や社会との関連を図りながら、物体の運動と
様々なエネルギーについて理解するとともに、科学的
に探究するために必要な観察、実験などに関する基本
的な技能を身に付けるようにする。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。 物体の運動と様々なエネルギーに主体的に関わり、
科学的に探究しようとする態度を養う。

【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

【 知　識　及　び　技　能 】

態
配当
時数

１
学
期

序章　物理量の測定と扱い方
【知識及び技能】
・物理量の定義を理解し、さまざ
まな数値を10の累乗の形で表すこ
とができる。
・有効数字の意味を理解し、測定
値の計算ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・誤差が生じる原因を理解し、有
効数字の桁数を考えることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・物理の基礎となる物理量の表し
方や誤差と有効数字について、意
欲的に学習しようとする。

12

　第２節　力と運動の法則
【知識及び技能】
・ 力の表し方とともに、さまざま
な力のはたらき方を理解する。
・ 質量と重さの違いを理解し、重
力、弾性力を計算することができ
る。
・ さまざまな運動状態における物
体について、運動方程式を立てる
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・ つりあう2力と作用・反作用の2
力の違いを説明できる。
・ さまざまな状態にある物体につ
いて、はたらく力を図示すること
ができる。
・ 運動方程式を用いて、物体がど
のような運動をするかを考察でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・ 日常での経験と照らし合わせて
力のはたらきを観察し、物理学的
に理解しようとする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

理科 物理基礎
理科 物理基礎 2

 自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

物理基礎

【知識及び技能】

第一学習社　高等学校『新物理基礎』

理科

自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を
身に付けるようにする。

 観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

○

○

○

指導項目・内容
・ 物体にさまざまな力がはたらく
ことを理解する。
・ 物体にはたらく力の合成・分解
をベクトルを用いて扱い、つりあ
いについて理解を深める。
・ 作用・反作用の法則を扱い、つ
りあう2力との違いを理解する。
・ 運動の3法則について、観察や
実験を通して理解する。
・ 運動方程式の立て方について学
習し、さまざまな運動状態におけ
る運動方程式の立て方を理解す
る。
・ 摩擦力の特徴を理解し、それを
含めた運動について理解する。
・ 水圧と浮力の関係について理解
する。

・教材
　授業プリント

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○ ○

○

1

1

第１章　運動とエネルギー
　第１節　物体の運動
【知識及び技能】
・ 変位、速度、加速度の基本的な
物理量の定義を理解し、それぞれ
を式で表すことができる。
・ 記録タイマーの使い方を理解
し、得られた打点結果から加速度
を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・ x－tグラフやv－tグラフから、
物体の位置や速度を的確に読み取
ることができる。
・ 落下運動の特徴を理解し、式や
グラフを用いて表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ 身のまわりの物体の運動に関心
を示し、位置や変位、速度を理解
しようとする。
・ 物体が落下するときのようすな
どに関心をもち、それらの現象を
物理的に考えようとする。

指導項目・内容
・ 物体の変位や速度などの表し方
について、直線運動を中心に理解
する。
・ 直線上を運動している物体の合
成速度や相対速度を考えることが
できる。
・ 物体の加速度を理解し、等加速
度直線運動について式やグラフで
考えることができる。
・ 物体が空中を落下するときの運
動を調べ、その特徴を理解する。
・ 自由落下や鉛直投射について、
式やグラフを用いて考えることが
できる。

　
・教材
　授業プリント

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート、レポート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○ ○ ○ 12

指導項目・内容
・物理量、数値、数式のそれぞれ
の表し方を理解する。
・誤差と有効数字を理解し、測定
値の計算に取り組む。

・教材
　授業プリント

【知識・技能】
・小テスト

○

定期考査

定期考査
1



○

1
定期考査

○ ○

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○ 5

第３章　波動
　第１節　波の性質
【知識及び技能】
・ 単振動と等速円運動の関係を学
習し、波の速さや振動数、波長な
ど、基本的な波に関する物理量に
ついて理解する。
・ 横波と縦波の定義を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・ 波の重ねあわせ、波の独立性を
踏まえ、2つの波によって生じる波
形を表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ 身のまわりには、さまざまな種
類の波があることを理解しようと
する。
・ ばねを伝わる波や波動実験器な
どの実験で、波が伝わるようすを
意欲的に観察しようとする。

○

　第３節　仕事と力学的エネル
ギー
【知識及び技能】
・ 物理における仕事、仕事率を計
算することができる。
・ 力学的エネルギー保存の法則を
導くことができ、式を立てること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・ 運動エネルギーを仕事と関連づ
けて理解し、両者の関係を説明す
ることができる。
・ 種々の物体の運動について、力
学的エネルギー保存の法則を適用
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ 力学的エネルギー保存の法則に
関連させ、振り子の速さの測定な
どの実験に積極的に取り組んでい
る。

指導項目・内容
・ 仕事、仕事の原理、仕事率を学
習し、物理における｢仕事｣につい
て理解する。
・ 運動エネルギーと仕事の関係に
ついて、式を用いて理解する。
・ 力学的エネルギーの保存につい
て実験などを通して学習し、法則
が成り立つ条件とともに理解す
る。
　
・教材
　授業プリント

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート、レポート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○ ○ ○ 8

指導項目・内容
・ 正弦波と波、振幅、波長、周
期、振動数、媒質の振動など、波
の要素について学習する。
・ 重なりあった波の作図などを通
して、定常波が生じるしくみを理
解する。
・ パルス波の反射、正弦波の反射
について、反射の仕方、反射波と
合成波の作図の仕方を理解する。

・教材
　授業プリント

第２章　熱
　第１節　熱とエネルギー
【知識及び技能】
・ セルシウス温度と絶対温度の関
係を式を用いて理解する。
・ 熱容量と比熱の関係を学習し、
熱量の保存についての式を立てる
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・ 水を加熱していくときの、物質
の状態と構成粒子の熱運動の関係
について説明することができる。
・ 圧縮発火器を用いた実験におい
て、脱脂綿が発火する理由を説明
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ 日常でよく使われる温度と絶対
温度との違いを認識し、温度と熱
との関係を主体的に考えようとす
る。
・ エネルギーとその移り変わりに
ついて、日常での利用例と関連さ
せて理解しようとする。

指導項目・内容
・ 熱と熱量を学習したのち、熱平
衡、比熱、熱容量、熱量の保存、
潜熱について理解する。
・ 熱と仕事が同等であることを学
習し、内部エネルギー、熱力学の
第1法則を理解する。
・ さまざまなエネルギーの移り変
わりを学習したのち、エネルギー
の保存について理解する。

・教材
　授業プリント

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート、レポート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

5〇〇〇

第３章　波動
　第２節　音波
【知識及び技能】
・ 音波が疎密波であることを理解
し、空気中における音速と温度の
関係を式で表すことができる。
・ オシロスコープで表示した音波
の波形を比較し、音の振動数、大
きさを比べることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・ 気柱共鳴装置を用いた探究など
を通じて、おんさの振動数を測定
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ 身のまわりの事象や現象と結び
つけ、音の伝わるようすや音が波
であることの特徴を理解しようと
する。
・ うなりの観測を通じて、うなり
が生じるしくみを主体的に理解し
ようとする。

指導項目・内容
・ 音波の伝わり方を学習し、空気
中における音速と温度の関係を理
解する。
・ 弦や気柱に生じる振動の特徴を
学習し、波の波長、振動数の関係
を式を用いて理解する。

・教材
　授業プリント

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○ ○

２

学

期

○ 6

定期考査
○ ○ 1



〇 〇 16

２

学

期

３
学
期

70

定期考査

○ ○

1

合計

定期考査
○ ○ 1

第４章　電気
　第１節　静電気と電流
　第２節　電流と磁場
　第３節　エネルギーとその利用
【知識及び技能】
・ オームの法則を用いて、電流、電
圧、抵抗のそれぞれの量を求めること
ができる。
・ 物質の抵抗と太さや長さとの関係
を理解し、式で表すことができる。
・ 電流が磁場から受ける力の特徴、
電磁誘導の特徴を知る。
・ 電磁波にはさまざまな種類のある
ことを知り、利用例を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・ 長さや太さの異なる物質の抵抗を
測定し、長さ、太さとの間にどのよう
な関係があるかを考察する。
・ 電磁誘導の特徴を踏まえ、発電機
のしくみを説明することができる。
・ 原子力発電のメリット、デメリッ
トを説明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ モーターや電磁誘導に関する実験
などに意欲的に取り組んでいる。
・ 家庭での電気の使用と関連させ
て、交流の特徴や送電について考えて
いる。

指導項目・内容
・ 摩擦電気を通して電気現象の原
因となる電荷を学習し、帯電のし
くみについて理解する。
・ ニクロム線などの物質の抵抗と
形状の関係について測定し、抵抗
率を導入する。
・ モーターが回転するしくみ、発
電機で電気が生じるしくみを理解
する。
・ 直流と交流の違いを知り、交流
の性質を踏まえ、変圧器や送電に
ついて理解する。
・ 放射線の種類とその性質を学習
し、原子力発電についてのメリッ
トとデメリットを知る。

・教材
　授業プリント

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート、レポート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

〇



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

高等学校 令和6年度（2学年用） 教科

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるようにする。

日常生活や社会との関連を図りながら生物や
生物現象に主体的に関わり、見通しをもった
り振り返ったりするなど、科学的に探究しよ
うとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 生物基礎

（１組：宮下）

理科 生物基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現象への
関心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，生
物学的に探究する能力と態度を身につけるとともに，生物
学の基本的な概念や原理・法則を理解し，科学的な見方や
考え方を養う。

生物学の基本的な概念や原理・法則を見いだ
し、見通しをもって観察、実験などを行い、
得られた結果を分析して解釈し、表現するな
ど、科学的に探究している。

ⅰ版　生物基礎　啓林館

理科

 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

 自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

生物基礎

10

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ 10

8

配当
時数

１
学
期

A 序章　探究の進め方
【知識及び技能】
探究の進め方がわかる。顕微鏡を正
しく使え，適当なプレパラートを
作ってスケッチできる。ミクロメー
タを用いて標本を正しく測定でき
る。
【思考力、判断力、表現力等】
課題を発見し，仮説を適切に設定す
ることができる。仮説の検証法を具
体的に計画することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
探究過程を追体験し，自らの周囲の
自然に探究活動の課題を探る。

・指導事項                  探究
の方法について学ぶ。
・教材
授業プリント等

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○ ○ 1

B 第１章　生物の特徴
【知識及び技能】
・生物群の系統樹上での類縁関係が
わかる。多様な生物の共通点がわか
る。
・単細胞生物の構造とその働き，多
細胞生物の器官の働き，細胞と組織
の多様性がわかる。　　　　　　・
細胞小器官の名称と働きを理解し，
原核生物と真核生物の共通点と相違
点がわかる。　　　　　【思考力、
判断力、表現力等】
・生物としての共通の特徴をあげる
ことができ，多様な生物群が単一の
共通先祖に由来すると考えることが
できる。
・単細胞生物の構造と働き，多細胞
生物の構造と働きの例をあげること
ができる。　　　　　　　　　　・
細胞小器官の名称と働きを理解し，
原核生物と真核生物の共通点と相違
点を考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・単細胞生物の構造の多様性と，多
細胞生物の細胞と組織の多様性に関
心を持つ。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

【知識及び技能】
・ＡＴＰが果たす役割について理解
する。         　　　　　　・酵
素反応の特徴を理解できる。　・光
合成の場である葉緑体と呼吸の場で
あるミトコンドリアを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・代謝におけるエネルギーについて
考えることができる。
・酵素の働きについて考えることが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・生命活動に必要なエネルギーと代
謝について調べようとする。
・ＡＴＰとエネルギーの移動，酵素
の役割について関心を持つ。

○ ○

・指導事項                   生
物は多様でありながら共通性をもっ
ていることを理解し，細胞および生
物の構造について学ぶ。

・教材                        ・
授業プリント等
・一人１台端末の活用

○

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○

・指導事項
遺伝情報をになう物質としてのDNA
の特徴について理解する。　　・教
材
・授業プリント等
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○ ○

○

1

C　第２章　遺伝子とその働き
【知識及び技能】
・DNAの抽出について理解する。Ｄ
ＮＡの二重らせん構造と塩基の相補
性の重要性が理解できる。肺炎球菌
の実験およびバクテリオファージの
実験からＤＮＡが遺伝子であること
が認められたことを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・ＤＮＡの二重らせん構造における
塩基配列が遺伝情報となると考える
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・遺伝子が親から子へと伝えられる
因子であること，ＤＮＡの特徴につ
いて関心をもち考えようとする。

・指導事項
生物の活動に必要なエネルギーの出
入りと，生物に必要な物質の合成や
分解について学ぶ。
・教材
・授業プリント等
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○ ○

定期考査

定期考査



２
学
期

1

1
定期考査

〇 9

D 第３章　神経系と内分泌系による
調節                     【知識
及び技能】               ・体内
環境とは体液の環境であり，体内環
境が一定に保たれていること，つま
り恒常性が重要である。体液（血
液・リンパ液・組織液）の成分や働
き，循環系を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】　・
血糖濃度や水分量，体温が，自律神
経の働きやホルモンの作用により一
定の範囲に保たれていると考えるこ
とができる。  　　　 【学びに向
かう力、人間性等】 　　・自律神
経とホルモンが共同して恒常性を維
持していることに関心を持つ。

・指導事項
体内環境の恒常性が保たれているし
くみを理解する。　　　　　体内環
境の維持に自律神経とホルモンがか
かわっていることを理解する。
・教材
・授業プリント等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

〇 〇 〇 8

○ ○

○ ○

【知識及び技能】
・遺伝情報の複製は塩基配列の相補
的な複製であることが理解できる。
・塩基配列と遺伝情報の関係と，ア
ミノ酸配列がタンパク質の種類を決
める事を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・細胞周期と染色体の変化の関係を
考えることができる。
・転写と翻訳の過程を理解し，遺伝
情報が転写されたｍＲＮＡの役割を
理解することができる。タンパク質
が生命現象と関連して多様な働きを
していると考えることができる。
・個体を構成する細胞は遺伝的に同
一で，部位によって発現する遺伝子
が異なると考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・体細胞分裂と細胞周期が染色体の
変化によって観察できることに関心
を持つ。　　　　　　　　　　・遺
伝情報をゲノムととらえることに関
心を持つ。ゲノム医療など最新の医
学的話題にも関心を持つ

・指導事項
DNAが複製され分配されることによ
り，遺伝情報が伝えられることを理
解する。　　　　　　　　DNAの情
報に基づいてタンパク質が合成され
ることを理解する。
・教材
・授業プリント等
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

〇 〇

定期考査



定期考査
○ ○ 1

３
学
期

10

F　第５章　植生と遷移
【知識及び技能】
・植物の形態に環境への適応が現れ
る例があり，光要因も大きな要因の
ひとつであることが分かる。
【思考力、判断力、表現力等】
・荒原が草原、森林へと変化してゆ
く過程には環境要因が関わっている
ことを考察する。　　　　　　【学
びに向かう力、人間性等】　　・植
物の生活に影響を及ぼす環境要因を
考察する意欲を持つ。　　　G　第
６章　生態系とその保全　　　【知
識及び技能】　　　　　　　　・
キーストーン種について理解でき
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・生態系の成り立ちと構成要素につ
いて具体的な生物をあげて考えるこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ヒトデを除去すると，生態系を構
成する生物の種数が変化することに
関心をもち生態系について理解しよ
うとする。

・指導事項
陸上には様々な植生が見られ，植生
は長期的に移り変わっていくことを
理解する。
気候に適応した様々なバイオームが
成立していることとその特徴を学
ぶ。
生態系のバランスについての理解と
生態系保全の重要性を認識する。
・教材
・授業プリント等　　　　　　・一
人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

〇 〇

9

合計

70

〇

E　第４章　免疫
【知識及び技能】
・生体防御には異物に対する防御と
自然免疫，獲得免疫があることを理
解する。    　　　　　　　　　・
免疫寛容に関係するリンパ球の選択
を理解する。生体に異物が侵入して
から起こる経過を体液性免疫と細胞
性免疫にわけて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・アレルギーなどの免疫反応を例を
あげて説明できる。　　　　　　・
体液性免疫と細胞性免疫を説明でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・免疫のしくみに関心を持つ。

・指導事項
免疫とそれにかかわる物質や細胞の
働きについて理解する。
・教材
・授業プリント等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

〇 〇



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○

 自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

化学

1

１
学
期

10

1定期考査

高等学校 令和6年度（２学年用） 教科

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるようにする。

化学的な事物・現象に主体的に関わり、科学的
に探究しようとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 化学

（　組：　中野　　）

理科 化学 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め、科学的に探究するために必要な観察、実験
などに関する技能を身に付けるようにする。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を
養う。

数研出版 『新編 化学』

理科

 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○ 12

配当
時数

A 単元　1編第1章　固体の構造
【知識及び技能】
・単位格子や配位数の意味について理解
する。
・アモルファス金属がもつ，通常の金属
にはない特徴を理解する。
・金属・イオン結晶の結晶格子の名称や
配位数，単位格子中の原子の数，充塡率
について理解している。
・単位格子の一辺の長さから金属の原子
半径を求める方法を理解する。
・結晶格子の模型をつくり，原子の並び
方や単位格子における原子の詰まり具合
について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・結晶質と非晶質の構造の違いを説明で
きる。
・金属やイオン結晶の結晶格子の名称や
配位数，単位格子中の原子の数，充塡率
を説明できる。
・単位格子の一辺の長さから金属の原子
半径を求める方法を説明できる。
・結晶格子に関する知識を用い，密度を
求めることができる。
・水素化合物の分子量と沸点の関係につ
いて理解する。
・水素化合物の分子量と沸点の関係が説
明できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・身近な物質でアモルファスになるもの
は何があるか興味をもつ。
・金属やイオン結晶の結晶格子における
原子の配列の仕方に興味をもつ。
・共有結合の結晶に興味をもつ。

・指導事項
「化学基礎」では，イオン結合，
共有結合，金属結合でできた物質
について学習しているので，本章
ではそれらの知識と関連付けなが
ら固体の結晶格子の概念とそれぞ
れの結晶の構造について理解す
る。
・教材
教科書、ワークシート
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○ ○ ○ 7

B 単元　1編第2章　物質の状態変化
【知識及び技能】
・気体分子の熱運動と運動エネルギー，
温度の関係について理解する。
・大気圧に関して，単位を含めて理解を
している。
・気液平衡の考え方を理解する。
・蒸気圧および蒸気圧曲線について理解
する。
・蒸気圧と沸騰の関係について理解す
る。
・状態図のそれぞれの曲線や点の名称に
ついて理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
・加熱による物質の温度変化を表した図
（図4）において，融解熱や蒸発熱にあた
る部分を判断することができる。
・加熱による物質の温度変化を表した図
（図4）において，グラフの形について説
明できる。
・比熱や融解熱，蒸発熱を用いて状態変
化に必要な熱量を計算することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・粒子の熱運動に興味をもつ。
・大気圧や蒸気圧について興味をもつ。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○ ○

○

・指導事項
「化学基礎」では，標準状態にお
ける物質量と気体の体積との関係
について学習している。本章で
は，理想気体の状態方程式につい
て理解し，それを利用した分子量
計算についても理解する。また，
混合気体に対する考え方や実在気
体と理想気体の違いについても理
解する。

・教材
教科書、ワークシート        ・
一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○ ○

・指導事項
「化学基礎」では，粒子の熱運動
と物質の三態変化との関係につい
て学習している。本章では，状態
変化に伴うエネルギーの出入りや
化学結合と融点・沸点の関係を理
解するとともに，気液平衡や蒸気
圧，状態図についても理解する。
・教材
教科書、ワークシート
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○

C 単元 1編第3章　気体
【知識及び技能】
・気体の体積や圧力，絶対温度について
理解する。
・ボイルの法則，シャルルの法則，ボイ
ル・シャルルの法則を理解し，それらの
式を用いることができる。
・気体には理想気体の状態方程式が成り
たつことを理解する。
・理想気体の状態方程式を用いることが
できる。
 
【思考力、判断力、表現力等】
・ボイルの法則，シャルルの法則，ボイ
ル・シャルルの法則をそれぞれ適切に用
い，気体の圧力や体積，温度を求めるこ
とができる。
・モル分率を用いた平均分子量の考え方
を理解し，モル分率を用いて平均分子量
を求めることができる。
・分圧の考え方を用いて，水上置換で捕
集した気体の分圧を求めることができ
る。
・理想気体と実在気体の違いに基づき，
実在気体を理想気体に近づける判断する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・気体の体積や圧力，絶対温度の関係性
定期考査



３
学
期

C 単元　第2章　電池と電気分解
【知識及び技能】
・電池のしくみとダニエル電池について
理解する。
・電池のしくみに基づいて鉛蓄電池，燃
料電池の構造や両極で起こる反応式につ
いて理解する。
・陽極で酸化反応が，陰極で還元反応が
起こることを理解する。
・水溶液の電気分解において陽極および
陰極で具体的に起こる反応を理解する。
・ファラデーの法則を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・電池の両極での反応式を用いて，物質
量などの量的な計算ができる。　　・電
池の両極での反応式を用いて，物質量な
どの量的な計算ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・電気分解およびその工業的な利用につ
いて興味をもつ。

D 単元　第3章　化学反応の速さとしくみ
【知識及び技能】
・化学における反応速度の定義を理解す
る
・実験結果から反応速度を求める方法を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・反応速度の定義に基づいて、反応速度
を求めることができる。
・実験結果を適切に処理し、反応速度を
求めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・反応速度に興味を持つ。

E 単元　第4章　化学平衡
【知識及び技能】
・可逆反応、化学平衡、平衡状態の考え
方を理解する。
・化学平衡の法則を理解し、与えられた
反応の平衡定数を濃度を用いて記述する
ことができる。
・固体が含まれる反応の平衡定数の書き
方を理解し、その平衡定数を濃度を用い
て既述することができる。
・液体どうしや気体どうしの反応におけ
る平衡定数の書き方を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・平衡定数を用い、化学平衡における量
的関係を求めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・化学平衡とその考え方に興味を持つ。

・指導事項
「化学基礎」では，酸化還元反応
が電子の授受によることや金属の
イオン化傾向，ダニエル電池の反
応について学習をしている。本章
では，電気エネルギーを取り出す
電池の仕組みを酸化還元反応と関
連付けて理解する。

反応物の濃度、温度、触媒によっ
て反応の速さがどのように変わる
か学ぶ。また、触媒の作用や工業
的な利用について実例とともに学
ぶ。

化学反応には正逆いずれの方向に
も進行するものがあること、その
多くの場合、反応物も生成物同時
に存在する平衡状態に達すること
を学ぶ。また、その状態は平衡定
数で表されることを学ぶ。

・教材
教科書、ワークシート
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

12

定期考査 ○ ○ 1

２
学
期

定期考査

D 単元 1編第4章　溶液
【知識及び技能】
・飽和溶液において成立する溶解平衡に
ついて理解する。
・溶解度や再結晶について理解したうえ
で，水和水をもつ物質の溶解量に関する
考え方を理解する。
・気体の溶解に関するヘンリーの法則に
ついて理解する。
・質量モル濃度について理解したうえ
で，その値を求めることができる。
・希薄溶液には，蒸気圧降下，沸点上
昇，凝固点降下，浸透圧という現象が起
こることを理解する。
・希薄溶液におけるこれらの現象は，溶
質の種類に関係なく，溶質の粒子の数
（質量モル濃度）にのみ依存することを
理解する。
・冷却曲線と過冷却という現象について
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・沸点上昇度と質量モル濃度の関係につ
いて理解し，式を用いて計算をしたり沸
点上昇度の大小を判断したりできる。
・凝固点降下度と質量モル濃度の関係に
ついて理解し，式を用いて計算をしたり
沸点上昇度の大小を判断したりできる。
・沸点上昇や凝固点降下を利用すること
で分子量を求めることができることを理
解し，その値を求めることができる。
・浸透圧とモル濃度，絶対温度の関係
（ファントホッフの法則）を理解し，そ
れを利用することで分子量を求めること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・物質の溶解とそのしくみについて興味
をもつ。
・コロイドの起こす現象や身近なコロイ
ドについて興味をもつ。

1

12

12

合計

定期考査 ○ ○ 1

70

○

○

B 単元　2編第1章　化学反応とエネル
ギー
【知識及び技能】
・化学反応に伴って放出または吸収する
熱量をエンタルピー変化を用いて表すこ
とを理解する。
・発熱反応，吸熱反応とエンタルピー変
化ΔHの正負の関係を理解する。
・エンタルピー変化を付した反応式とエ
ンタルピー変化を表した図を理解し，そ
れぞれを作ることができる。
・反応エンタルピーの種類を理解する。
・反応エンタルピーの実験的な測定方法
について理解する。
・ヘスの法則を理解する。
・結合エネルギーの定義について理解す
る。
・化学反応には，光を放出または吸収す
るものもあることを理解する。
・光が関わる具体的な化学反応や現象を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・ヘスの法則を利用し，与えられたエン
タルピー変化を適切に用いることで，目
的のエンタルピー変化を求めることがで
きる。

【学びに向かう力、人間性等】
・化学反応に関わるエンタルピー変化に
興味をもつ。
・化学反応に伴う光の放出や吸収につい
て興味をもつ。

・指導事項
本章では，化学反応の前後におけ
る物質のもつ化学エネルギーの差
が熱の発生や吸収となって現れ，
その熱量の変化をエンタルピー変
化として記述することを理解す
る。さらにヘスの法則を用いるこ
とで，測定が困難な反応エンタル
ピーを求めることができることを
理解する。また，化学反応には光
の発生や吸収も伴うものがあるこ
とも，具体的な反応を交えながら
理解する。
・教材
教科書、ワークシート
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○

・指導事項
「化学基礎」では，溶液のモル濃
度について学習している。本章で
は，溶解の仕組みを理解するとと
もに，固体および気体の溶解度を
溶解平衡と関連付けて理解する。
また，希薄溶液とその性質やコロ
イド溶液の性質について，身近な
現象と結びつけながら理解する。
・教材
教科書、ワークシート        ・
一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○ ○



年間授業計画　

高等学校 令和6年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

高等学校　物理　（第一学習社）

理科

物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関す
る技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

（１組：中野克麻）

物理的な事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

【知識及び技能】

4

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

指導項目・内容
①平面運動
②放物運動

・教材
授業プリント

【知識・技能】
・小テスト
【思考力、判断力、表現力等】
実験プリント

理科 物理

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に
探究するために必要な観察，実験などに関する技能
を身に付けている。

自然の事物・現象の中に問題を見いだし，見通しを
もって観察，実験などを行い，科学的に探究する力
を身に付けている。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究
しようとする態度を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

【 知　識　及　び　技　能 】

態
配当
時数

１
学
期

第1節　平面運動と放物運動
【知識及び技能】
水平投射，斜方投射の運動の特徴を
踏まえ，運動のようすを表す式を導
くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
 水平投射，または斜方投射された
物体の速度を分解して，それぞれの
運動の特徴を説明することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
「物理基礎」で学習した等速直線運
動や落下運動の式をもとに，水平投
射と斜方投射について，定量的に考
えようとする。

理科 物理 4

○ 〇

第2節　剛体のつりあい
【知識及び技能】
バットのひねりあいを通して，力の
モーメントの大きさは，力の大きさ
とうでの長さに関係することを理解
する。力が剛体におよぼすはたらき
を考え，力のモーメントを用いて表
すことができる。平行でない2力，
平行な2力の違いを理解し，それぞ
れ適切に力の合成を行うことができ
る。剛体がつりあうときの力，力の
モーメントの関係をそれぞれ確認
し，剛体の重心を求めることができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
剛体がつりあう条件について，式を
用いて考えることができる。力のつ
りあいを用いて，さまざまな形状の
剛体の重心を考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
日常での経験と照らし合わせて力の
モーメントを考え，物理学的に理解
しようとする。

指導項目・内容
第2節　剛体のつりあい
①剛体にはたらく力とその合力
②剛体の重心とつりあい
・教材
授業プリント

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート、レポート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○ ○ ○ 8



【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート、レポート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○ ○○

１
学
期

16

第4節　円運動と単振動
【知識及び技能】
等速円運動の角速度，周期，回転
数，速度を学習し，加速度と向心力
を理解する。遠心力を含めた慣性力
を学習し，物体にはたらく力を異な
る観測者の立場で把握できるように
する。単振動と等速円運動の関係か
ら，速度や加速度，復元力を表す式
について理解する.ばね振り子や単
振り子について，物体が受ける力を
把握し，周期を導出できるようにす
る。ケプラーの法則，万有引力の法
則を学習し，万有引力と重力の関係
を定量的に理解する。万有引力によ
る位置エネルギーを学習し，物体の
力学的エネルギーについて理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
等速円運動をさせたときの水滴の飛
び散る向きから，円運動における速
度の向きを考えることができる。向
心力の意味を理解し，等速円運動す
る物体にはたらく力を的確に図示す
ることができる。単振動する物体の
ようすを，グラフを用いて説明する
ことができる。ケプラーの法則を用
いて，万有引力の法則を導いた過程
について理解し，重力との関係を式
で表すことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
角速度，周期，回転数などの関係式
を，自ら進んで導出しようとする。
等速円運動をしている物体の，向心
力と角速度との関係を主体的に調べ
ようとしている。遠心力などの慣性
力について，身近な例と結びつけて
意欲的に考えようとする。ケプラー
の法則，万有引力の法則について学
習し，万有引力と重力の関係を自ら
進んで考えようとする。

第3節　運動量の保存
【知識及び技能】
 運動量と力積の関係を用いて，運
動量保存の法則を導き，直線上や平
面上での衝突，物体が分裂，合体す
る場合のそれぞれで，運動量保存の
法則が成り立つことを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
運動量がベクトルであることを理解
し，運動量の変化と力積との関係に
ついて説明することができる。作
用・反作用の法則を用いて，物体が
衝突や分裂をしたときの運動量保存
の法則を考えることができる。連結
した2台の台車を分裂させたときの
運動のようすから，運動量が保存さ
れることを考察することができる。
反発係数を理解し，衝突における力
学的エネルギーの変化を考えること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
 運動量の変化と力積との関係を用
いて，さまざまな条件でおこる衝突
について，運動量保存の法則を意欲
的に導出しようとする。力学台車を
用いた実験に主体的に取り組み，運
動量保存の法則の式を用いて，物体
の合体や分裂について，考察しよう
とする。
 ボールが跳ね返るときのようすに
関心をもち，その現象を物理的に考
えようとする。

指導項目・内容
①運動量と力積
②運動量保存の法則
③反発係数
・教材
授業プリント

1定期考査

○

指導項目・内容
①円運動
探究2　等速円運動の角速度
②慣性力と遠心力
③単振動
④万有引力による運動
・教材
授業プリント

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート、レポート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○ ○

12



第Ⅱ章　波動
第1節　波の性質
【知識及び技能】
「物理基礎」で学習した内容を踏ま
え，正弦波の式，位相について理解
する。 y－xグラフ，y－tグラフの
それぞれの特徴について理解する。
水面波の干渉を学習し，ホイヘンス
の原理，平面波の反射・屈折，波の
回折など，波の伝わり方について理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
正弦波の波形と波の式を結びつけて
考えることができる。 y－xグラ
フ，y－tグラフから，振幅や周期，
波長などの物理量を読み取ることが
できる。y－xグラフ，y－tグラフの
関係と違いを理解し，一方のグラフ
からもう一方のグラフを描くことが
できる。ホイヘンスの原理を用い
て，平面波の反射や屈折を考え，説
明することができる。平面波の回折
のしくみを考え，大きく回折する条
件について説明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
「物理基礎」で学習した内容をもと
に，正弦波の式を意欲的に導出しよ
うとしている。身のまわりの波に関
する現象に関心をもち，物理学的な
観点から自ら進んで考察しようとし
ている。 ホイヘンスの原理を用い
て，平面波の反射･屈折における法
則性を考えようとする。

指導項目・内容
①正弦波
②波の伝わり方
探究5　水面波の干渉
・教材
授業プリント

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート、レポート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○ ○ ○ 8

１
学
期
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第4節　円運動と単振動
【知識及び技能】
等速円運動の角速度，周期，回転
数，速度を学習し，加速度と向心力
を理解する。遠心力を含めた慣性力
を学習し，物体にはたらく力を異な
る観測者の立場で把握できるように
する。単振動と等速円運動の関係か
ら，速度や加速度，復元力を表す式
について理解する.ばね振り子や単
振り子について，物体が受ける力を
把握し，周期を導出できるようにす
る。ケプラーの法則，万有引力の法
則を学習し，万有引力と重力の関係
を定量的に理解する。万有引力によ
る位置エネルギーを学習し，物体の
力学的エネルギーについて理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
等速円運動をさせたときの水滴の飛
び散る向きから，円運動における速
度の向きを考えることができる。向
心力の意味を理解し，等速円運動す
る物体にはたらく力を的確に図示す
ることができる。単振動する物体の
ようすを，グラフを用いて説明する
ことができる。ケプラーの法則を用
いて，万有引力の法則を導いた過程
について理解し，重力との関係を式
で表すことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
角速度，周期，回転数などの関係式
を，自ら進んで導出しようとする。
等速円運動をしている物体の，向心
力と角速度との関係を主体的に調べ
ようとしている。遠心力などの慣性
力について，身近な例と結びつけて
意欲的に考えようとする。ケプラー
の法則，万有引力の法則について学
習し，万有引力と重力の関係を自ら
進んで考えようとする。

第5節　気体の性質と分子の運動
【知識及び技能】
ボイルの法則やシャルルの法則など
の気体に関する法則を学習し，理想
気体の状態方程式について理解す
る。気体の内部エネルギー，気体の
体積変化に伴う仕事を学習し，熱力
学の第1法則を理解する。定積変化
や定圧変化などの気体の状態変化を
学習し，各状態変化で熱力学の第1
法則を適用できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
気体の圧力が生じる原因を把握し，
気体に関する各法則を考えることが
できる。気体の状態方程式を用い
て，さまざまな条件における気体の
状態を考えることができる。気体の
状態変化について，その変化の違い
を熱力学の第1法則を用いて説明す
ることができる。熱力学の第1法則
や，気体の状態方程式を用いて，定
積モル比熱や定圧モル比熱を考える
ことができる。熱機関のしくみを理
解し，熱効率を考えることができ
る。

【学びに向かう力、人間性等】
ボイル･シャルルの法則を利用し
て，気体の状態方程式を導出する過
程を理解しようとする。日常での経
験と照らし合わせて気体の圧力と体
積，温度の関係を考え，物理学的に
理解しようとしている。気体の分子
運動と圧力との間にどのような関係
があるかを予想し，主体的に導こう
としている。圧縮発火器の原理につ
いて，気体の状態変化におけるエネ
ルギーの出入りと結びつけ，意欲的
に考察しようとしている。

指導項目・内容
①気体の法則
②気体の分子運動
③気体の内部エネルギーと仕事
・教材
授業プリント

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート、レポート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

9

○

指導項目・内容
①円運動
探究2　等速円運動の角速度
②慣性力と遠心力
③単振動
④万有引力による運動
・教材
授業プリント

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート、レポート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○ ○

1定期考査



第Ⅱ章　波動
第1節　波の性質
【知識及び技能】
「物理基礎」で学習した内容を踏ま
え，正弦波の式，位相について理解
する。 y－xグラフ，y－tグラフの
それぞれの特徴について理解する。
水面波の干渉を学習し，ホイヘンス
の原理，平面波の反射・屈折，波の
回折など，波の伝わり方について理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
正弦波の波形と波の式を結びつけて
考えることができる。 y－xグラ
フ，y－tグラフから，振幅や周期，
波長などの物理量を読み取ることが
できる。y－xグラフ，y－tグラフの
関係と違いを理解し，一方のグラフ
からもう一方のグラフを描くことが
できる。ホイヘンスの原理を用い
て，平面波の反射や屈折を考え，説
明することができる。平面波の回折
のしくみを考え，大きく回折する条
件について説明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
「物理基礎」で学習した内容をもと
に，正弦波の式を意欲的に導出しよ
うとしている。身のまわりの波に関
する現象に関心をもち，物理学的な
観点から自ら進んで考察しようとし
ている。 ホイヘンスの原理を用い
て，平面波の反射･屈折における法
則性を考えようとする。

指導項目・内容
①正弦波
②波の伝わり方
探究5　水面波の干渉
・教材
授業プリント

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート、レポート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○ ○ ○ 8

12

8

第3節　光波
【知識及び技能】
光が波の一種であり，波長の大きさ
などによって分類されることを知
る。光の速さを把握し，反射の法
則，屈折の法則の式を理解する。光
の分散，散乱，偏光など，波として
の光の性質を理解する。凸レンズや
凹レンズ，凸面鏡や凹面鏡のそれぞ
れの性質を知る。レンズの式を理解
し，実像ができる条件，虚像ができ
る条件など，レンズの一般的な特徴
を理解する。ヤングの実験や回折格
子による光の干渉など，さまざまな
光の干渉条件について式を適用す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
光が波であることを踏まえ，光の反
射･屈折などの性質を考察できる。
直方体のガラスと針を利用して，ガ
ラスの屈折率を測定することができ
る。光の波長と屈折率の関係を理解
し，光の分散，散乱などの性質を考
察できる。凸レンズや凹レンズ，凸
面鏡や凹面鏡の基本的な性質を学習
し，光の進み方，像のできる条件な
どを説明できる。ヤングの実験，回
折格子による光の干渉を学習し，薄
膜，くさび形空気層などによる光の
干渉条件を導くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
光について関心をもち，身のまわり
の事象や現象と結びつけ，波として
どのような性質をもつのかを理解し
ようとする。レンズを通したものの
見え方に興味をもち，物理学的にと
らえようとしている。光の干渉を利
用して，光の波長を求める方法にに
ついて意欲的に考えようとする。

指導項目・内容
①光の性質
②レンズと鏡
③光の回折と干渉
・教材
授業プリント

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート、レポート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○ ○ ○

第2節　音波
【知識及び技能】
「物理基礎」で学習した音の速さを
復習し，反射･屈折･回折･干渉な
ど，音波の性質や伝わり方について
理解する。波源の移動と波長の変化
を学習し，音源や観測者が動くさま
ざまな場合のドップラー効果につい
て，式を用いて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
音が波であることを踏まえ，反射や
屈折，回折などの音波の性質を考え
ることができる。クインケ管を用い
た探究などを通して，干渉のようす
から音速および音波の波長を測定す
ることができる。音波の伝わる速さ
が音源の速度に関係しないことか
ら，ドップラー効果によって変化す
る波長や振動数を導出することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
音が伝わるようすに関心をもち，音
波の反射･屈折・回折・干渉につい
て考えようとする。・ 身近な現象
と結びつけてドップラー効果を理解
し，波長や振動数の変化を物理学的
にとらえようとする。

指導項目・内容
①音の伝わり方
②ドップラー効果
・教材
授業プリント

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート、レポート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

２

学

期



12

第3節　光波
【知識及び技能】
光が波の一種であり，波長の大きさ
などによって分類されることを知
る。光の速さを把握し，反射の法
則，屈折の法則の式を理解する。光
の分散，散乱，偏光など，波として
の光の性質を理解する。凸レンズや
凹レンズ，凸面鏡や凹面鏡のそれぞ
れの性質を知る。レンズの式を理解
し，実像ができる条件，虚像ができ
る条件など，レンズの一般的な特徴
を理解する。ヤングの実験や回折格
子による光の干渉など，さまざまな
光の干渉条件について式を適用す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
光が波であることを踏まえ，光の反
射･屈折などの性質を考察できる。
直方体のガラスと針を利用して，ガ
ラスの屈折率を測定することができ
る。光の波長と屈折率の関係を理解
し，光の分散，散乱などの性質を考
察できる。凸レンズや凹レンズ，凸
面鏡や凹面鏡の基本的な性質を学習
し，光の進み方，像のできる条件な
どを説明できる。ヤングの実験，回
折格子による光の干渉を学習し，薄
膜，くさび形空気層などによる光の
干渉条件を導くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
光について関心をもち，身のまわり
の事象や現象と結びつけ，波として
どのような性質をもつのかを理解し
ようとする。レンズを通したものの
見え方に興味をもち，物理学的にと
らえようとしている。光の干渉を利
用して，光の波長を求める方法にに
ついて意欲的に考えようとする。

指導項目・内容
①光の性質
②レンズと鏡
③光の回折と干渉
・教材
授業プリント

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート、レポート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○ ○ ○

○ ○

指導項目・内容
①静電気力
②電場
③電位
④コンデンサー
・教材
授業プリント

1

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート、レポート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○

定期考査

12

２

学

期

第Ⅲ章　電気と磁気
第1節　電場と電位
【知識及び技能】
電荷や帯電，電気量保存の法則など
を学習し，静電気力について定量的
に理解する。導体，不導体，半導体
を区別し，静電誘導，誘電分極のし
くみを理解する。電場の基本的な性
質を学習し，電場と電気力線の関
係，一様な電場について理解する。
電位の基本的な性質を学習し，等電
位面と電気力線の関係について理解
する。コンデンサーの原理を学習
し，平行板コンデンサーの電気容
量，誘電体，誘電率について理解す
る。コンデンサーを接続したときの
合成容量，静電エネルギーについて
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
静電誘導，誘電分極のしくみを説明
することができる。電場と電気力線
の関係を理解し，帯電体に出入りす
る電気力線を定量的に考えることが
できる。帯電した金属板間の導体や
不導体について，電場や電位のよう
すをグラフに表すことができる。コ
ンデンサーにたくわえられる電気量
と，極板の面積，極板間の距離との
関係を導くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】「物
理基礎」で学習した内容を踏まえ，
静電気力，電場，電気力線の性質に
ついて意欲的に考えようとする。電
場や電位の関係，等電位面と電気力
線の関係，静電誘導，誘電分極の現
象などを自ら進んで理解しようとす
る。

○ ○



○ 8

○

第2節　電流
【知識及び技能】
電流計，電圧計，電池の内部抵抗に
ついて理解し，さまざまな回路にお
いて，キルヒホッフの第1，2法則を
適用する。ホイートストンブリッジ
や電位差計のしくみを学習し，非直
線抵抗やコンデンサーを含む回路に
ついて理解する。半導体の性質を学
習し，ダイオードや太陽電池のしく
みについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
キルヒホッフの法則を理解し，さま
ざまな回路での電流，電圧を考える
ことができる。すべり抵抗器と乾電
池を用いた探究などを通して，電池
の起電力と内部抵抗を測定できる。
半導体でのキャリアの動きを考え，
ダイオードや太陽電池での電流の流
れるようすを説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
「物理基礎」で学習した内容を踏ま
え，電子の運動というミクロな視点
で，オームの法則について意欲的に
考えようとしている。電流計，電圧
計などの各計器の内部抵抗につい
て，その役割を理解しようとしてい
る。各回路に対して，キルヒホッフ
の法則の適用方法を導こうとしてい
る。身のまわりで使用されている半
導体に関心をもち，ダイオードや太
陽電池における，電子の運動を考え
ようとしている。

指導項目・内容
①電流と抵抗
②直流回路
③半導体
・教材
授業プリント

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート、レポート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○

２

学

期

○ 9

第3節　電流と磁場
【知識及び技能】
磁極間にはたらく磁気力の大きさ，
電流のまわりに生じる磁場の強さを
計算できる。電流が磁場から受ける
力の向きを，フレミングの左手の法
則などを用いて考えることができ
る。磁場中で電流が受ける力の大き
さを求めることができる。磁束密度
と磁場の関係を定量的に把握し，磁
化の性質を理解する。電流どうしが
およぼしあう力の向きや大きさを求
めることができる。荷電粒子にはた
らくローレンツ力の大きさや向きを
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
磁極や電流のまわりにできる磁場に
ついて，右ねじの法則をもとにして
考えることができる。電気ブランコ
の観察において，電流が磁場から受
ける力の向きを調べることができ
る。電流間で力が生じることを，右
ねじの法則などを用いて理解する。
ローレンツ力の性質をもとに，荷電
粒子の運動を考えることができる。
ローレンツ力の性質を把握すること
で，金属中の電子の運動をもとに
ホール効果について考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
場との対比から，磁場の性質を学習
し，「物理基礎」で学習した内容を
踏まえ，電流のまわりにできる磁場
について意欲的に考える。
電流が磁場から受ける力の向きや大
きさ，磁束密度や磁場の関係を意欲
的に理解しようとする。平行電流間
がおよぼしあう力の大きさを自ら進
んで導出しようとする。磁場中の荷
電粒子の運動について意欲的に考察
しようとする。ホール効果の現象
を，電子の動きに着目して理解しよ
うとする。

指導項目・内容
①磁場
②電流がつくる磁場
③電流が磁場から受ける力
④ローレンツ力
・教材
授業プリント

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート、レポート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○ ○



第1節　電子と光
【知識及び技能】
電子の性質が解明されるまでの研究
について，定量的に理解する。
箔検電器と亜鉛板を利用して，亜鉛
板に紫外線を照射することで，光電
効果を調べることができる。光電効
果の特徴やその実験過程を理解し，
仕事関数や光電子の最大運動エネル
ギーを計算できる。X線の最短波長を
計算し，ブラッグの反射条件の式を
理解して，適用することができる。
コンプトン効果において，入射X線と
散乱X線の波長の差を示す式を導出で
きる。物質波の意味を理解し，その
波長や運動量の関係式を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
トムソンやミリカンの実験につい
て，電場や磁場の関係式を適用し，
電子の運動を説明できる。光電効果
における光の強さと光電子の数，振
動数と運動エネルギーなどの関係を
考察できる。光電効果の実験結果
を，アインシュタインの提唱した光
量子仮説から説明できる。発光ダイ
オードを利用した探究などを通し
て，プランク定数を測定できる。X線
の波動性や粒子性を示す実験を理解
し，結論を導くまでの過程を式を用
いて考えることができる。物質粒子
の質量と波長などの関係式を用い
て，さまざまな物質波の波長を考え
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
これまでに学習した荷電粒子の運動
をもとに，トムソンやミリカンの実
験のしくみを考え，式を用いて理解
しようとしている。光電効果の特徴
について，その実験過程から意欲的
に意味を理解しようとする。レント
ゲン写真などの身近なものと結びつ
けて，X線の性質を考えようとする。
これまでに学習した法則をもとに，
コンプトン効果でのX線光子，電子の
運動を意欲的に考えようとする。光
やX線がもつ粒子性を，電子のような
粒子の波動性に結びつけて考えよう
とする。

指導項目・内容
①電子
②光の粒子性
③X線
④粒子の波動性 ・ 電子の発見から
その性質が解明されるまでの歴史的
な背景において，トムソンやミリカ
ンの実験について理解する。

・教材
授業プリント

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート、レポート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○ ○ ○ 9

定期考査

○ ○

第4節　電磁誘導と交流
【知識及び技能】
さまざまな電磁誘導の現象におい
て，誘導起電力の大きさと向きを考
えることができる。磁場中を動く導
体に生じる起電力や，導体を動かす
のに要する力を計算することができ
る。電磁誘導のしくみを理解し，自
己誘導，相互誘導での起電力の向き
や大きさを導くことができる。交流
が発生するしくみを理解し，抵抗，
コイル，コンデンサーの交流の性質
を定量的に理解する。電気振動のエ
ネルギーの移り変わりについて，式
で表すことができる。磁場と電場の
関係を把握し，電磁波の発生と結び
つけて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
コイルに棒磁石を近づけたり，遠ざ
けたりする実験の結果から，ファラ
デーの電磁誘導の法則を見出して理
解する。コイルにたくわえられるエ
ネルギーの式を導出することができ
る。コイルを貫く磁束の変化から，
交流の発生を考えることができる。
抵抗，コイルなどに生じる交流電
圧，電流の関係を，キルヒホッフの
法則を用いて考えることができる。
電気振動において，固有振動数やエ
ネルギーのやりとりを考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
物理基礎」で学習した内容を踏ま
え，実験に主体的に取り組み，電磁
誘導の法則を理解しようとする。自
己誘導や相互誘導の現象の学習に意
欲的に取り組む。交流が発生するし
くみに関心をもち，抵抗，コイル，
コンデンサーの特性を考えようとす
る。

指導項目・内容
①電磁誘導
②自己誘導と相互誘導
③交流
④電磁波
・教材
授業プリント

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート、レポート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○

○ ○ 1
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第1節　電子と光
【知識及び技能】
電子の性質が解明されるまでの研究
について，定量的に理解する。
箔検電器と亜鉛板を利用して，亜鉛
板に紫外線を照射することで，光電
効果を調べることができる。光電効
果の特徴やその実験過程を理解し，
仕事関数や光電子の最大運動エネル
ギーを計算できる。X線の最短波長を
計算し，ブラッグの反射条件の式を
理解して，適用することができる。
コンプトン効果において，入射X線と
散乱X線の波長の差を示す式を導出で
きる。物質波の意味を理解し，その
波長や運動量の関係式を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
トムソンやミリカンの実験につい
て，電場や磁場の関係式を適用し，
電子の運動を説明できる。光電効果
における光の強さと光電子の数，振
動数と運動エネルギーなどの関係を
考察できる。光電効果の実験結果
を，アインシュタインの提唱した光
量子仮説から説明できる。発光ダイ
オードを利用した探究などを通し
て，プランク定数を測定できる。X線
の波動性や粒子性を示す実験を理解
し，結論を導くまでの過程を式を用
いて考えることができる。物質粒子
の質量と波長などの関係式を用い
て，さまざまな物質波の波長を考え
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
これまでに学習した荷電粒子の運動
をもとに，トムソンやミリカンの実
験のしくみを考え，式を用いて理解
しようとしている。光電効果の特徴
について，その実験過程から意欲的
に意味を理解しようとする。レント
ゲン写真などの身近なものと結びつ
けて，X線の性質を考えようとする。
これまでに学習した法則をもとに，
コンプトン効果でのX線光子，電子の
運動を意欲的に考えようとする。光
やX線がもつ粒子性を，電子のような
粒子の波動性に結びつけて考えよう
とする。

指導項目・内容
①電子
②光の粒子性
③X線
④粒子の波動性 ・ 電子の発見から
その性質が解明されるまでの歴史的
な背景において，トムソンやミリカ
ンの実験について理解する。

・教材
授業プリント

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート、レポート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○ ○ ○ 9

9

３
学
期

第2節　原子と原子核
【知識及び技能】
ボーアの原子模型の特徴を理解し，
水素原子の電子軌道や，エネルギー
準位とスペクトルとの関係について
理解する。分光器を用いて，さまざ
まな光源から発せられる光を観察
し，光源によるスペクトルの違いを
知る。統一原子質量単位を理解し，
さまざまな原子の原子量を計算でき
る。質量欠損や結合エネルギー，核
反応で出入りするエネルギーをそれ
ぞれ計算で求めることができる。素
粒子の分類を理解し，クォークやレ
プトンの特徴を把握する。自然界に
おける基本的な力の種類と性質につ
いて知る。

【思考力、判断力、表現力等】
ボーアの量子条件と物質波による考
え方との関係を結びつけて考える。
同位体と存在比との関係から，原子
量の計算方法を考えることができ
る。半減期のモデル実験を行い，原
子核の数や経過時間との関係につい
て考察することができる。探究など
を通じて，空気中に含まれるおもな
放射性物質とその半減期を調べる。
質量とエネルギーの等価性を理解
し，核反応によるエネルギーの吸
収・放出の関係を考えることができ
る。核分裂の現象を踏まえ，原子力
発電の基本的な原理を理解する 素
粒子の性質を踏まえて，それらを系
統的に分類する。

【学びに向かう力、人間性等】
原子の構造を解明しようとする歴史
的な背景に関心を示し，理解しよう
としている。ボーアの原子模型に関
心をもち，水素原子のスペクトルを
考えようとする。「物理基礎」で学
習した内容を踏まえ，原子核の構成
や放射線の性質を考えようとする。
「物理基礎」で学習した内容を踏ま
え，核反応におけるエネルギーを定
量的に理解しようとしている。素粒
子の研究と宇宙の進化の解明とのつ
ながりに関心をもち，意欲的に理解
しようとしている。

指導項目・内容
①原子の構造
②原子核と放射線
探究12　放射性物質とその半減期
③核反応とエネルギー
④素粒子と宇宙
・教材
授業プリント

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート、レポート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

○ ○ ○



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

第3章　金属元素（II）-遷移元素- 【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

〇

本章では，遷移元素の単体とその化合物
の性質について理解する。遷移元素が典
型元素と違い，同一周期でその性質が似
ていることを理解したうえで，身近な金
属である鉄や銅，銀，亜鉛などを中心
に，単体や化合物，イオンなど特徴的な
性質を理解する

定期考査
〇 〇

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

電子配置と周期表の輩や終期との関係，

について学習している。本章では元素を
周期表に基づいて族ごとに分類し，性質
が似た元素の単体や化合物ごとにその性
質を理解する。
本章では，非金属元素と同様に典型非金
属元素もその性質が周期表に基づいて整
理できることを理解し，それぞれの典型
金属元素の単体や化合物の性質を理解す
る。

第1章　非金属元素
第2章　金属元素（I）-典型元素-

【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

〇 〇 〇 9

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

1定期考査

思 態

高等学校 令和6年度（3学年用） 教科

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるようにする。

化学的な事物・現象に主体的に関わり、科学的
に探究しようとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 化学

（　1組：　宮下　　　）

理科 化学 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め、科学的に探究するために必要な観察、実験
などに関する技能を身に付けるようにする。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を
養う。

数研出版 『新編 化学』

理科

 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

〇

 自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

化学

1

１
学
期

8



「化学基礎」では，プラスチックなどの
高分子化合物の構造について学習してい
る。本章では天然に存在する高分子や合
成によって得られる高分子などの高分子
一般について，その分類や構造，重合方
法，特徴などを理解する。
本章では，身近に存在する繊維や食物を
構成している代表的な天然高分子化合物
である糖類，タンパク質，核酸につい
て，その構造や性質を理解する。
本章では代表的な合成高分子である合成
繊維や合成樹脂（プラスチック），ゴム
について，その構造や性質を理解する。

第5編　高分子化合物 【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

〇

第4編　有機化合物 【知識・技能】
・小テスト、実験・観察

【思考・判断・表現】
・ワークシート

【主体的に学習に取り組む態度】
・ポートフォリオ

17

合計

〇

本章では，有機化合物の特徴とその分
類，表し方について理解する。また，有
機化合物を構成する成分元素の検出と元
素分析についても理解する。
「化学基礎」では，共有結合に関連して
幾つかの有機化合物について学習をして
いる。本章では脂肪族炭化水素の性質や
反応を，単結合，二重結合，三重結合な
どの分子の構造と関連付けながら理解す
る。
本章では，酸素を含む有機化合物（アル
コール，エーテル，アルデヒド，ケト
ン，カルボン酸，エステル）において，
炭素骨格および官能基によりその性質が
特徴づけられることを理解する。また，
それぞれの反応性や構造と関連付けなが
ら，これらの化合物は相互に関わってい
ることを理解する。
本章では，ベンゼン環をもつ芳香族化合
物の構造と性質，反応性について，脂肪
族化合物と対比しながら，体系的に理解
する。その際，ベンゼン環および官能基
により化合物の性質が特徴づけられるこ
とや，反応性や構造と関連付けながらこ
れらの化合物が相互に関わっていること
を理解する。

1

17

70

３
学
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問題演習

15

定期考査 〇 〇 1
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定期考査


